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② 成年後見制度の利用促進（成年後見制度利用促進基本計画） 

 

 

 

 

 

 

【主な取組】 

●成年後見制度の利用を促進する中核的な機関として「南丹市権利擁護・成年後見センター」を

設置 

●成年後見制度等の普及・啓発 

●権利擁護支援のための地域連携ネットワークの構築 

●本人の意思を尊重した意思決定支援、身上保護を重視した後見活動の支援 

●制度の担い手の育成 

 

【それぞれの役割等】 

住 民 

〇成年後見制度について理解を深めましょう。 

〇地域活動等を通して、成年後見を必要とする方を把握した場合は、速やかに相談機関に

つなぎましょう。 

〇地域の見守りから、成年後見制度の利用が必要と思われる人からのＳＯＳを見逃さないよ

うにしましょう。 

事業所等 

〇成年後見制度や関連する支援・サービス等について学びましょう。 

〇事業所の利用者等の状況を踏まえ、成年後見制度や関連する支援・サービス等の利用を

提案しましょう。 

〇成年後見の地域連携ネットワークに参画しましょう。 

社 協 

〇法人後見事業を適正に運営します。 

〇福祉サービス利用援助事業から成年後見制度利用移行への円滑な支援を行います。 

〇市民・支援者への広報・啓発を行い、関係機関と連携し、成年後見制度や関連する支援・

サービス等の制度の理解の促進に努めます。 

〇多分野・多職種連携による権利擁護支援の地域連携ネットワーク体制の構築を市ととも

に進めます。 

〇権利擁護支援の担い手として、活動できる市民を育成します。 

市 

〇南丹市権利擁護・成年後見センターを適切に運営します。 

〇支援者への広報・啓発を行い、関係機関と連携し、成年後見制度や関連する支援・サー

ビス等の制度の理解の促進に努めます。 

〇市民に向けて、パンフレットやホームページ等の活用により、成年後見制度の広報を行い、

制度の理解の促進に努めます。 

〇多分野・多職種連携による権利擁護支援の地域連携ネットワーク体制の構築を社協とと

もに進めます。 

〇権利擁護支援の担い手として、活動できる市民を育成します。 

〇成年後見制度を必要とする人が成年後見制度を利用できるよう、市長申し立てや成年後

見制度利用支援事業を適切に実施します。 

-方針（目標）- 

☆成年後見制度の理解の促進を図り、地域から早期発見・早期支援につながる相談支援体制の

構築に努めます。 

☆本人の意思を尊重した、意思決定支援・身上保護を重視した後見活動を支援する体制構築を

目指します。 
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～南丹市の権利擁護の推進体制～ 

〇南丹市では令和元年に成年後見制度の利用促進（体制整備）の協議を行い、令和２年４月に南丹市権

利擁護・成年後見センターを福祉相談課内に設置しました。 

〇地域包括支援センター（高齢者）、障害者基幹相談支援センター（障害）それぞれの相談機関、社会福

祉協議会、それぞれの分野で権利擁護に関わる機関と協働し、南丹市の権利擁護を推進しています。 

京都府 

権利擁護・成年後見センター 

（南丹市） 

機能強化のためのしくみづくりの視点 

多様な主体の参画・活躍の視点 

共通理解の促進の視点 

ネットワークの 

関係者 

地域の 

相談支援機関 専門職団体 

家庭裁判所 

福祉・行政・法律専門職など多様な主体の連携による「支援」機能 

①権利擁護の相談支援、②権利擁護支援チームの形成支援、③権利擁護支援チームの自立支援 

家庭裁判所による 

「制度の運用・監督」機能 

本人 後見人等 

保健師・ 

ケースワーカー 

介護サービス事業者 

障がい福祉サービス事業者 

個別の課題に応じた 

支援者・支援機関等 

主治医・ 

医療機関 

民生委員・ 

児童委員 

家族・親族 
介護支援 

専門員 

相談支援 

専門員 

【チームのイメージ図】 
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～成年後見制度を推進する中核機関～ 

〇南丹市権利擁護・成年後見センターでは適切な運営をはかるため、運営委員会を設置しセンターの事

業に関する協議、家庭裁判所・専門職団体との連携等の体制整備を進めてきました。 

〇令和４年３月には、相談支援・市民後見人の支援体制等が一定整ったことにより、成年後見制度を推進

する中核機関として、主管を福祉保健部に置き実施機関を「南丹市権利擁護・成年後見センター」（福

祉相談課内）とすることを表明しました。 

〇今後は、中核機関としてセンターの事業運営にとどまらず、南丹市の成年後見制度の利用促進について

協議を深め、権利擁護の地域連携ネットワークの体制構築を進めて行きます。 

【相談窓口のイメージ図】 

京都府社会福祉協議会 

京都府 ／ 専門職団体 

家庭裁判所 

 

 

 

 

南丹市権利擁護・成年後見センター 

（福祉相談課） 

運営委員会 

センター長（福祉相談課長 兼務） 

◆弁護士 

◆司法書士 

◆社会福祉士 

◆学識経験者 

◆市長が必要と 

認めるもの 

◎成年後見制度に関する相談及び利用支援 

◎成年後見制度に関する広報及び啓発 

◎市民後見人の養成及び活動支援 

◎市民後見人候補者の登録及び受任調整 

◎市長申立に関する業務 

◎成年後見制度に関する関係機関等との連携 

及び受任調整 

◎その他、センター運営に関し必要な事業 

生活相談センター 

（南丹市社会福祉協議会） 

福祉サービス利用援助事業 

生活困窮者自立相談支援事業 

成年後見制度利用援助事業 

法人後見事業 

実施事業 
職 員 

（福祉相談課 兼務） 地域包括支援センター 

相談支援 

権利擁護支援 

障害者基幹相談支援センター 

相談支援 

権利擁護支援 

地
域
住
民
／ 

相
談
機
関
／
福
祉
施
設
／ 

事
業
所
／
医
療
機
関
／
金
融
機
関
等 

【コラム】 口丹地域で初めての市民後見人が誕生しました！ 

令和４年５月と６月に、南丹市市民後見人養成講座を修了した市民後見人候補者

２名が、京都家庭裁判所において口丹地域で初めて「市民後見人」として選任されま

した。この養成講座により、南丹市では令和４年８月現在、１３名が市民後見人候補者

として名簿登録されています。 

また、養成講座を修了された方の中には、社会福祉協議会の福祉サービス利用援

助事業や法人後見の支援員などで活躍されている方もおられます。 

被
後
見
人
／ 

親
族
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関
係
者
／ 

成
年
後
見
人
等 


